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教教職員の力量向上を目指した学校における OJT の在り方 

～ファシリテーターの働き掛けと校内での学び合いの意識化を通して～ 
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 教育センターでは，平成24年度から2年間，学校におけるOJTの在り方についての調査研究に取

り組んでいます。調査研究協力校の実践と調査研究委員会の協議を重ねながら，24年度は抽出校

での実態調査からOJTの現状を捉え，ファシリテーターの働き掛けによるOJTの促進を提唱しま

した。25年度は，仙台市の目指すOJTの方向性を明確にし，推進の仕組みづくりや多様なOJTの
進め方を探ってきました。 

変化の激しい社会状況の中，ますます高度化・複雑化する教育諸課題に対応できる能力が私た

ちに求められる一方で，現場を離れての研修もままならない現状にあって，今後学校におけるOJT
の推進が果たす役割は大きいと考えます。また，OJTを通して職場のコミュニケーションを増や

し，同僚性を高めていく中でチーム力の向上を図っていける効果も期待できます。 

今回紹介させていただくOJT推進の考え方や実践事例が，「学び続ける教師」であろうとする多

くの先生方の力量向上の一助となることを期待しております。 
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OJT で学び合う教職員集団OJT で学び合う教職員集団



１　教職員のニーズを把握しましょう１　教職員のニーズを把握しましょう ２　関わり合いを生み出しましょう２　関わり合いを生み出しましょう

ワワ

４　できることから始めましょう４　できることから始めましょう

７　情報を共有しましょう７　情報を共有しましょう

３　校内の人材を生かしましょう３　校内の人材を生かしましょう

５　会議を学び合いの場にしましょう５　会議を学び合いの場にしましょう

 

 

 

 

　はじめは OJT への理解が不十分

だったが，行うにつれて良さを感じ

る教員が増えた。設定した時間でな

くても，聞きたいときに声を掛けや

すくなった。　　　【小・研究主任】

６　仕事を進める中から学ぶ意識を６　仕事を進める中から学ぶ意識を

　持ちましょう　持ちましょう
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学び合いの環境をつくる学び合いの環境をつくる

紙上 OJT で学び合う紙上 OJT で学び合う

互いの仕事を共有する，可視化する互いの仕事を共有する，可視化する
校務を進める過程で学び合う校務を進める過程で学び合う

若手の育成に全職員が関わる 若手の育成に全職員が関わる 
OJT グループを作って学び合うOJT グループを作って学び合うOJT グループを作って学び合うOJT グループを作って学び合う

授業や指導を見合う場，語る場をつくる授業や指導を見合う場，語る場をつくる授業や指導を見合う場，語る場をつくる授業や指導を見合う場，語る場をつくる

校外研修の成果を広める校外研修の成果を広める
外部講師を活用する外部講師を活用する ( サポート訪問の活用 )( サポート訪問の活用 )
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　「いつでも， どこでも，
だれとでも」や「同僚性」
に関わるね。

OJT を重ねるごとに課題に対して協
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